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工事概要
工事名 平成28年度 一般県道徳山下松線（荒神大橋）橋梁改築（耐震化）工事

下部工第6工区

工事場所 山口県下松市大字末武中 地内

工期 平成28年10月21日～平成30年 3月30日

（コンクリート工施工 平成29年12月～平成30年2月）

発注者 山口県周南土木建築事務所

工事内容 橋梁下部工 橋台工逆T式橋台 1基(高さ7.0m.幅16.84m.コンクリート量V＝299ｍ3)

コンクリート配合

底版 24-8-20BB WC≦50% 

竪壁 24-8-20BB WC≦50%

胸壁 24-8-20BB WC≦50%(水和熱抑制型膨張材入)

コンクリート打込み時期、打込み日

底版 平成29年 12月27日

竪壁 平成30年 2月14日

胸壁 平成30年 2月20日
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図面（正面図・断面図）
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施工計画(ひび割れ抑制対策)

1.材料によるひび割れ抑制である補強鉄筋計画
について,施工段階で再検討を実施した。

2.施工前の準備・コンクリート打込み前準備。

3.施工の基本事項を遵守する。
（コンクリート構造物品質確保ガイドを参照）
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1-1 補強鉄筋の配置方法及び鉄筋比

竪壁
配置方法タイプA

D19-10本(150mmピッチ) -6段
鉄筋比 0.32%
・コンクリートポンプ車ホースの筒
先が挿入可能な間隔で計画しました。

胸壁
配置方法タイプB                      

D19-2本(前面、背面)-3段
踏掛版配力筋をD13からD19へ変更
鉄筋比 0.57%
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胸壁タイプB

竪壁タイプA



1-2 補強鉄筋量の計算

『ｺﾝｸﾘｰﾄ施工記録デー
タ』よりひび割れの発
生していない構造物の
鉄筋量を参考にして、
竪壁0.3%以上・胸壁
0.55%以上として、計画
しました。
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  橋台竪壁 タイプA 補強鉄筋量の計算

構造 構造物

部位
竪壁高(m) H
厚さ(m) B
面積(ｍ2)

通常の As´
配力筋(cm2)

鉄筋量 補強鉄筋 As´´
(cm2)
合計 As
鉄筋比 Pt

備考第1リフト　たて壁①

231.48
Pt(%)＝As(m2)/｛面積（ｍ2）｝×100

施工する構造物

A1橋台

橋台
竪壁
3.607
2.000
7.189

寸法

D16　-　15本×2(両側)
198.6/100*15*2=59.58

D19　-　10本×6段
286.5/100*10*6＝171.9

CAD算出

＝231.48×0.0001/｛7.189｝×100
＝0.322

  橋台胸壁 タイプB 補強鉄筋量の計算

構造物

部位
胸壁（ｍ2） A1
踏掛け版(ｍ2) A2
断面積（ｍ2） A
配力筋(cm2)

配力筋(cm2) 踏掛け部

補強鉄筋

(cm2)
合計 As②
鉄筋比 Pt

鉄筋量 As
D19　-　3本×2(両側)

286.5/100*3*2＝17.190
55.347

第2リフト　胸壁
施工する構造物

備考
A1橋台

構造
橋台
胸壁

寸法
0.698 CAD算出
0.273 CAD算出

0.698+0.273＝0.971

55.347×0.0001/｛0.971｝×100＝0.570

198.6/100*6*2=23.832
286.5/100*5＝14.325 D19×5に変更

23.832+14.325+17.19



2-1 コンクリート受入計画
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2-2.人員計画・打合せ

①.養生マット・ブルーシートの手配

②.加温養生装置の手配

③.バイブレーター挿入位置マーキング

④.バイブレーターマーキング(貫入長確認用)

⑤.コンクリートポンプ車ホースマーキング

(コンクリート投入高さ確認用)
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2-3.資機材準備

余裕のある人員配置と目的を共有するための打合せ



2-3-③ バイブレーター挿入位置マーキング

Ｌ＝500＠
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2-3-④ バイブレーターマーキング

写真説明
マーキング

8層目 緑ｔ＝500

7層目 白ｔ＝500

6層目 黄ｔ＝500

5層目 赤ｔ＝500

4層目 緑ｔ＝500

3層目 白ｔ＝500

2層目 黄ｔ＝300
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2-3-⑤ 筒先ホースマーキング ｈ≦1.5ｍ
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3.コンクリート打込み・養生

①.投入高の確認

②.リフト高の測定

③.バイブレーター挿入長の確認

④.壁面バイブレーター

⑤.再振動

⑥.コンクリート受入状況
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3-1.コンクリート打込み



3-1-① 投入高の確認（ｈ≦1.5ｍ）

マーキングを型枠天より下で
確認 投入高ｈ＝1.5ｍ以下
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3-1-② リフト高の測定 ｈ≦500

型枠天端より下がりで1層毎測定。
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3-1-③ バイブレーター貫入長確認

1層前のコンクリートに10ｃｍ貫
入するよう確認色で確認

P-15

コンクリート締固め（３層目）
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コンクリート締固め（５層目）

マーキング（赤）
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コンクリート締固め（４層目）

マーキング（緑）
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3-1-④ 壁面バイブレーター

コンクリートの打込み時、ブリーディングによる水の上昇により、
コンクリートが沈下するため、沈みひび割れが発生しやすい。
セパレーターコン下部から、ブリーディング水・余分な気泡を抜く
ために、打込み高に応じて、壁面バイブレーターをかけました。
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3-1-⑤ 再振動
①指を差し込む
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再振動の行う時期はコンクリート
の状態で判断する。この現場では、
コンクリート充填後、①から⑤の
手順で確認し、再振動をかけた。
バイブレーターは挿入深さは、40
～50cm以下で挿入し、特に鉄筋
に振動が伝わると、鉄筋の周囲に
隙間が出来るので注意する。

②指の抜き後が残る

③指の抜き後に水がたまる
（ブリーディング現象）

④再振動締固め開始 ⑤表面に気泡を確認 OK



3-1-⑥ コンクリート受入確認

ＡＭ外気温10℃
120分以内
ＰＭ外気温13℃
120分以内
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3-2.コンクリート養生

①.初期養生

コンクリートの打込み終了から硬化が始まるまで、
シートで覆い、直射日光及び風等による乾燥を防止
し、コンクリートの表面温度と内部温度の温度差に
よる、ひび割れの発生を抑制します。

②コンクリート露出面の養生

③コンクリート養生管理(外気温・養生有無)の相違

④コンクリート内部温度管理
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3-2-① 初期養生
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3-2-②コンクリート露出面の養生
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養生マット設置 散水養生(補水)

保水性の高い養生マットを使用す
ることで、頻繁に水を補給しなく
ても湿潤状態が確保でき、早期に
引張強度が発生、水和熱による応
力に対抗し、温度ひび割れの発生
を抑制する養生マットを使用。

厚
さ
 
t
=
1
2
m
m
コンクリート構造物

付着防止層

湿潤層(吸水性・保水性が高い)

保温層(断熱性が高い)

コンクリート構造物用湿潤・保温一体型養生マット



3-2-③ 養生管理
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コンクリート温度管理

湿潤養生期間

※外気温を12日間、日平均気温を5℃以上確保するため加温養生を行いました。

10℃以上 7日 9日 4日
5℃以上 9日 12日 5日

15℃以上 5日 7日 3日

日平均温度 普通ポルト
混合セメント

早強ポルト
B種

加温養生（ダクトヒーター）

加温養生（投光器）
①ダクトヒーター
普通のダクトヒーターを使用すると、温風

が一箇所に集中するため、穴あきのダクトを
竪壁の前面背面に張り巡らせることで、養生
エリア内を温風が、満遍なく循環させること
ができる。
②投光器
露出面はヒーター等で急激に乾燥させると

ひび割れが発生するため、ふく射熱(投光器) 
で時間をかけて温度を上げていった。

①

②



3-2-③ コンクリート養生管理（外気温 加温養生有）

シート養生及び加温
養生を行い、日平均
温度5℃以上の確保
するよう努めました。
12日間の外気温養生
温度測定結果
【8.9℃】
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外気温 加温養生実施

5℃



3-2-④コンクリート温度管理
外気温測定
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3-2-④ コンクリート温度管理表
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乾燥防止・
加温養生

養生マット・
散水



4.型枠脱枠後の管理

型枠脱枠後乾燥を防止するため、垂直面に
湿潤養生効果のある養生剤を散布し、
コンクリート表面の乾燥防止及びコンク
リート中の水分蒸発防止を行った。
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4.型枠脱枠
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竪壁部脱枠

竪壁部垂直部に養生剤散布

養生剤散布後

養生剤
コンクリート面を防水性の被膜で覆い、

初期の乾燥収縮を遅らせることにより、
クラックの発生を低減させる。
コンクリート中の水分蒸発を防ぎ、理想
的なコンクリート硬化が進行する。



竪壁完成
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竪壁正面上流側より撮影

竪壁背面上流側より撮影 竪壁背面下流側より撮影

竪壁正面より撮影
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完成
正面側より撮影 背面側より撮影
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5.まとめ

コンクリート構造物の耐久性の向上を図るために
は、施工時に有害なひび割れを防止することが、
重要視されている。

今回の工事においても、ひび割れ抑制のため、
「コンクリート構造物品質ガイド」を活用して、
補強鉄筋の配置、コンクリート受入計画など、
発注者や製造者と協働し、施工方法や養生方法に
ついて検討を行い実施した。
この結果、有害なひび割れのない構造物(橋台)の
施工が出来たものと思います。
今回の成果は、ガイドを活用した結果だと考えて
いる。

今後も、技術の研鑽に努め、良質なコンクリート
構造物の施工に携わっていきたい。


